
【構想の概要】

自ら社会の題を発見し、多༷な人をרき込んで題解決に一าを౿みग़す人の育成を 目指し、� つの力（
題発見力・共ײ力・内ল力・発৴力・英語コϛュニέーション力 ・英語プレゼン力）をにつけさせるために、
༗機的に関わる � つの課題研究を生徒に 課す。いずれも学校外と連携し、生徒が主体的にチャレンジできる
を用意する。

学ߍと社会が連携し、「ۀىマインド」を持ͭ
ঁੑリーダーを育成するݚ究

女子学院

ͲのプロジΣクトにおいても、学校外と連携して課題に取り組むようにܭըした。1� では、デβイン思考に
よる題発見力の基ૅを学習した後、協力企業とのコラボレーションत業及びจ化ࡇでの発表で活用させ、深め
るというサイクルを確立した。1�では、ۙなとこΖからリーダーシップを考察することから発展させ、グロー
バルな視点から考察を深められるように、S%Gs の学習を組み込んだ（シンΨポール・リーダーシップ研修の実
S%Gs、ࢪ 特ผ࠲ߨ等）。13 では、� 学期ʙ � 学期の高等部 � Ոఉ基ૅのत業において、自分の生活の中
に解決すき課題を発見し、解決への道ےをつけ、その成Ռを発表共༗する題解決型学習を実ࢪした。なお、
英語科との連携をより一深め、英語でプレゼンテーションができるように、指導を行った。1� では、1� ʙ
13 の総まとめとして、จ化ࡇにおける起業体ݧプログラムの実ࢪ、S#1 主࠵のアイディア・プレゼンテーショ
ン大会や外部のϏジネスプラン・コンテスト等に積極的にࢀ加する機会の設定を行った。
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ʲ1１ʳデβインߟࢥの࠲ߨ

高 1 の総合的な学習の時間（週 1 時間）に実施し
ていたが、他の講座の基礎となる講座であるため、
2 年目より、中 3 に前して実施（道徳と 2 時間連
続した時間割にして、前半は全体講義、後半は各ク
ラスでグループワーク）。身近な事象から問題を発
見させることを重視し、そこから、他者及び社会と
のつながりを考えさせた。

担任教員に、デザイン思考に習ख़した外部ファシ
リテーター（ܚጯ義क़大学坂井直樹前教授の指導を
受けた大学生、（株）CURIO SCHOOL 所属の大
学生等）を加えることで、学習効果を高めると同時
に、教員のファシリテーターとしての能力育成も企図
した。

各班の成果は常にプレゼンテーションで発表・共
有した。
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ʲ12ʳリーμーシップ࠲ߨ

「共感力」「内ল力」を身につけることを目標とし
て、高 1 の総合的な学習の時間に実施。学校行事
等への自らの関わり方をۛ味することで、クラスや
チームにおいて実践できるリーダーシップの発揮の
方法を、さらに、具体的な実例を通して、社会課題
の解決にリーダーシップがどのように活かされてい
るのかも学習した。。

さらに、国際的な課題を自らの問題として認識さ
せることを意図して、River 7alley High School

（シンガポール）のリーダーシップセミナーに選抜
生徒を参加させるプログラムと、SDGs から自分
の課題を選んで調査、考察し、英語で発表する希望
者対象講座（学年と公民科、英語科との共同指導）
を追加実施した。

ʲ13ʳՈఉ科 $#L

高 2 の家庭基礎 2 時間を連続授業で編成（全 8
週）。2 時間連続の後半はもう 1 名の家庭科教員を
配置し、ティーム・ティチングを実施。各教科から
立ީ補した 19 名の教員がメンターとして授業に参
加し、各班の研究計画書とプレゼンリハーサルの

チェック、助言を行った。さらに、地歴科教員によ
る「研究・調査の進め方」講義、英語科教員による
プレゼン指導も取り入れた。指導においては、一次
情報の収集と課題解決への Action Plan の実施を
重視した。

Kolbe Catholic College（オーストラリア）と
は以下のような連携を実施した。

・ഡ原伸先生によるワークショップの実施。
・テーマに対する生徒の意見収集（メール等にて）。
・ Kolbe Catholic College の CBL Class でプ

レゼンテーションとディスカッションを行う
オーストラリア研修（優秀 2 班、8 名程度）の
実施。
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ʲ1ûʳى業プランίンテスト等にࢀՃ

①起業体験プログラム
高 1、高 2 の総合的な学習の時間と、9 月の文化

を活用して「企画立案→企業理念の確立→会社ొࡇ
記→株式発行→運営→決算→株主総会」という流れ
を体験的に学び、その過程で起業マインドの実践に
取り組んだ。とくに、利५の追求に終始することが
ないように理念（社会貢献意識）を重視して評価した。

運営面では、保護者、企業関係者にサポート委員
として参画していただき、事業計画や会計ॲ理への
助言、最終審査について協力していただいた。
②「Business Solution」の授業

高 1 社会と情報（全 10 回）で、起業体験プログ
ラムの振り返りを行った上で、各自がビジネスプラ
ンを立案した。外部のビジネスプランコンテストに
つなげるとともに、高 2 での家庭科 CBL、起業体
験プログラムにも活かしていくことを意図している。

各生徒のプランの指導においては、（株）ワーク
スアプリケーションズの協力も得た。
③起業プランコンテストへの参加

ソーシャル・ビジネス・アイディア・プレゼン
テーション、ビジネス創造コンテスト（一般枠（社
会人の部）で 1 名がオーディエンス賞を受賞し、中
高生の部で 1 名が最優秀賞、1 名が優秀賞に選出さ
れた）等、外部の起業プランコンテストに参加した。
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